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～フォーラム改革～　持続可能な京都づくりを効果的に進めていくために

月刊あじぇんだは当フォーラムの活動紹介を中心とした
京都発、環境関係の情報発信紙です

10月５日（水）　10:00～ 12:00　えこまつりWG会議（京都市役所寺町第３会議室）
　　　　　　　 18:00～ 20:00　エコミュージアムWG会議（境谷会館）
10月 11日（火）10:00～ 12:00　エコツーリズムWG会議（場所未定） 
10月 14日（金）15:00～ 17:00　企業活動WG会議（場所未定）
10月 18日（火）10:30～ 12:30　自然エネルギーWG会議（きょうとグリーンファンド）
10月 21日（金）10:30～ 16:30　伏見エコ宝さがし講座（集合場所　京都市伏見青少年活動センター）
　　　　　　　　　　　　　　　詳しくは同封チラシをご覧ください。

京のアジェンダ21フォーラム・戦略検討委員会　10月スタート

～京(みやこ)のまちづくり特集～

　８月末、京都市から新しい公共交通システム導入検討調査

報告書が公表され、今年はまさに京都のLRT導入への元年と

言えます。今回はまちづくりから見た都市交通の役割につい

て、イタリアで景観計画や歴史都市保存再生の研究をされ、

町家保存による京都再生に果敢に取り組んでおられる京都府

立大学助教授の宗田好史先生をお招きします。21世紀の京都

のまちづくりをじっくり考えたいと思います。

●日時：2005年 10月 13日 (木 )　

　　　　18時 30分から21時 00分まで

●場所：ぱるるプラザ京都　6階第6会議室

　　　　（ＪＲ京都駅前烏丸口）

●演題：都市交通によるまちづくり             　

●講師：京都府立大学　助教授　宗田　好史　氏

　(講演60分　あと討議)

●会費：3,000円　(学生1,000円 )

●主催： ㈱　モチベート　連絡先: 075-762-1871

●共催：京のアジェンダ21フォーラム

●申込先:住所、郵便番号、氏名、連絡先、所属、電話、Ｆ

ＡＸ番号、メールアドレスをメールかＦＡＸでお送りくださ

い。

Email：motivate@mm.em-net.ne.jp　

FAX ：　075-762-1872

●締め切り：2005年 10月 10日

第14回 (京 )次世代都市交通導入フォーラムを開催します

京のアジェンダ
２１フォーラム

　10月から「京のアジェンダ21フォーラム

・戦略検討委員会」が始動することとなり

ました。8月26日、9月3日に準備会を開催

し、9月7日の第３回幹事会・第２回常任幹

事会合同会議（裏面参照）にて、幹事会直属のプロジェクト

チームとして発足しました。2005年度いっぱいをめどに、フ

ォーラムの組織・活動の見直しを検討していきます。

　この戦略検討委員会のコーディネーターには、交通ワーキ

ンググループコーディネーターの山田章博氏が選任されまし

た。また委員はフォーラム関係者（幹事、ワーキンググルー

プコーディネーター、一般会員）の中から募集し、幹事会で

承認される予定です。

＜10月の議題（予定）＞

○第一回戦略検討委員会

テーマ：これまでの成果とフォーラムの役割

（１）フォーラムのこれまでの成果の確認

（２）特にフォーラムにふさわしい成果は何か？

（３）必要でありながら、成果の乏しい分野は何か？

○第二回戦略検討委員会

テーマ：人、組織、活動を「つなぐ」フォーラム

（１）会員について

（２）環境NPO、企業、行政との連携

（３）フォーラムと「活動」の関係

【戦略検討委員会が設置された経緯】

　京のアジェンダ21フォーラムは、発足以来、様々な分野、

立場を超えた環境まちづくりへの取組の実施や、多様な取組

に対する支援を行ってきました。その成果に対して、国や民

間企業から表彰を受けています。

　しかし、そうした実績をあげる一方で、京都議定書の発効、

京都市地球温暖化対策条例の施行などにともなう新たな課題

や、内外の変化が生じてきており、今一度、目的、目標、本

来の使命を確認したうえで、改めて明確な目標を定め、活動

を展開していくこととなりました。当フォーラムの活動全般

（資金面、推進体制、ワーキンググループ等の活動、広報な

ど）に関して協議・検討を進める予定です。

鞍馬の火祭り 十月二十二日 

京都切り絵歳時記

第一回準備会の様子



事務局短信　今年の中秋の名月の日はよいお天気で、綺麗なお月様が見られましたね。連休中実家に帰っていたのですが、祖母がススキと萩とブ

ドウと、なぜか里芋をお供えしていました。（竹村光世）／NGOの研修会で芦生の森に行って来ました。以前はしっとりした森だったのに、この数年

で下草が殆どなくなりカサカサした森になっていてビックリ。温暖化により、積雪量が減ったり温熱帯の昆虫が定着したことが原因なのだそう。最大

の原因・温暖化を何とかしなければ！（小山直美）／　いろいろな「準備」が重なり、嵐のような9月でした。それらが実を結ぶ「実り多き10月」

になりますように。（滋野浩毅）
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●ステップ１

KES1-0319 山岡精密株式会社 (京都府宇治市) 

KES1-0320 株式会社天昭堂 (大阪市西区)

KES1-0321 株式会社ヤシロ (大阪府吹田市) 

KES1-0322 株式会社渡月亭 (京都市西京区) 

KES1-0323 株式会社アスカカンパニー (大阪府南河内郡) 

KES1-0324 株式会社城南開発興業 (京都府八幡市) 

KES1-0325 株式会社環境技術センター (東京都町田市)

KES1-0326 有限会社三光堂 (京都市伏見区)

KES1-0327 阪神トラック株式会社 (京都市右京区) 

KES1-0328 株式会社石井工機 (群馬県藤岡市) 

KES1-0329 （医）恵心会京都武田病院 (京都市下京区) 

KES1-0330 株式会社井上建設 (京都市右京区) 

KES1-0331 有限会社スポット便 (京都市南区)

KES1-0332 有限会社ゼンユー (名古屋市緑区)

KES1-0333 特定非営利活動法人きょうとＮＰＯセンター (京都市下京区)

KES1-0334 さんわ商会 (京都市左京区) 

●ステップ２

KES2-0146 松田産業株式会社 （奈良県香芝市) 

KES2-0147 株式会社アプティック （京都市伏見区） 

＜KES認証事業部より＞　 

※確認審査合格企業の詳細については、ホームページ(http://web.kyoto-inet.or.jp/org/kesma21f/index.htm）をご参照ください。

★8月の新規認証取得　2005年 9月 1日現在

平成17年度第３回幹事会・第２回常任幹事会
合同会議の報告について

えこまつりを広めよう

　 ９月７日（水）に平成17年度第３回幹事

会・第２回常任幹事会合同会議を開催しまし

た。戦略検討委員会の開催について、及び地

球温暖化防止に係る国民運動におけるNPO・

NGO等の民間団体とメディアとの連携支援事業の活用について議

論を重ね、承認を得ました。

<戦略会議（仮称）の開催について【承認】（表面参照）>

　戦略会議（仮称）は「戦略検討委員会」という名称に決定しま

した。検討委員会の委員については、幹事、監事及びワーキング

グループコーディネーターからの立候補の他、フォーラム会員か

ら委員を公募することとなりました。検討委員会の開催に伴う費

用については、今後、事務局で検討します。

<地球温暖化防止に係る国民運動におけるNPO・NGO等の民間団体

とメディアとの連携支援事業の活用について【承認】>

　今年度、環境省では民間団体がメディアと連携して、その活動

を広く発信することを支援しよ

うという事業が行われます。当

フォーラムもこの事業を活用し

て、広報活動を行うことにしま

す。採択された後、事業の具体

的な内容については、戦略検討

委員会の議論に沿う形で進めて

いくことになっています。

＜報告事項＞

　会員アンケート結果の報告を

しました。

　また、オムロン基金助成金申

請の進歩や、後援申請状況など

についても報告しました。

京のアジェンダ
２１フォーラム

えこまつりＷＧ

えこまつり認証制度の立ち上げに向け、調査活動開始

　ごみの削減など環境に配慮したお祭り

（えこまつり）を各地に広げていくために

は、まずお祭りの主催者側の取組が必要で

す。しかし、環境によいという理由だけで

は、費用や人手がかかる環境対策に取り組んでもらうのは難しい

のが現状です。そこで取組をうながす何らかの仕組が求められて

います。

　企業などの経営に当たって、環境への負荷を管理・低減するた

めの仕組がＫＥＳやエコアクション21といった環境マネジメン

トシステムです。企業などの組織は、こういった環境マネジメン

トシステムの認証を取得することによって、環境配慮における社

会的責任を果たしているという証明を得ることができます。そこ

で、えこまつりの分野でも、認証制度を導入すれば、えこまつり

が各地に広まっていくのではないかと考え、検討を行っていま

す。認証制度を立ち上げるには、運用組織をどうするか、えこま

つりをどう定義するかといった課題も多いので、まずは各地で自

主的に行われているえこまつりの実態調査を始めました。

　具体的には、各地の地方自治体が環境に配慮したイベント（以

下、エコイベント）に関するマニュアルやガイドラインを持って

いるので、その中身や利用状

況を分析しています。また、

フォーラムのように、環境活

動支援ネットワークと行政が

連携をとっているケース、ま

たは行政が主体となっている

ケースなど、様々なケースが

ありますが、どういった経緯でその枠組が作られたのかをヒアリ

ングしています。

　来年2月頃にはこの調査結果を発表する予定です。

　現在、この調査活動を一緒に行うメンバーを募集中です。関心

をお持ちの方はフォーラム事務所までご連絡ください。

えこまつりＷＧ認証制度タスクチームリーダー　佐々木義仁

札幌市、つくば市、福井市、倉敷市、北海道、福島県、

新潟県、富山県、石川県、三重県、滋賀県、大阪府、

和歌山県、鳥取県、島根県、愛媛県

エコイベントに関するガイドラインがある自治体（一部）


